





































































































































































































































































































































































辻 井 直 幸 ・ 大 西 雅 博122
新しい時代に向かう鑑賞教育
されてはいる。しかし、昨今の状況から慎重に取り扱うべきものとなってきている。また、スマホや携帯電話の普
及率が大変高くなってきており、生徒達にも音楽には作った人の著作権というものが存在することをしっかりと学
習させなければならない。とくに、2010年の著作権法改正により、違法にアップロードされた動画や音楽を、違法
だと知りながらダウンロードすることも罪に問われることになった。今後さらに気をつけさせたい。コンピュー
ターの取り扱いについては平成20年の学習指導要領の改訂では自然音や環境音などの取り扱いと併せて示していた
が今回の改訂にあたり、コンピューターや教育機器の効果的な活用がしっかりと明文化されている。知的財産権に
ついても従前は「必要に応じて触れる」と示していたが、今回はその目的まで尚一層、明確なものにしてきている。
【おわりに】
音楽は演奏する者と聴く者がいてはじめて成立する芸術だ。さらに、それを作曲した者も存在する。「私はピアノ
がとても上手く弾けるんだ」と言っても、聴いてくれる人がいなければ何にもならない。さらに「勿体無いから誰
にも聴かさない」と言ったものなら、それはもう何も弾けないのと同じだ。
世の中には優れた演奏家と偉大な作曲家がいる。それを聴く私達も、同じ人間の一人だとすると、この音楽を
「鑑賞し感動する」という行為は演奏者と観客が一体となれる素晴らしい体験だ。私は音楽の素晴らしさは、この
一体感にあると思っている。人間は生まれたときから母親と切り離された孤独な存在だ。一生涯、誰かと一緒にな
りたいと求め生きていく。現代科学の「ビックバン」の理論からすると、太古の昔、宇宙は一点だったという。文
字通り我々は一つであった。それが離れ離れに広がっていったときからこの苦悩は始まっている。しかし、ベー
トーヴェンは「美しい」と感じて、音楽を作曲したはずであるから、あなたが、もしベートーヴェンのシンフォ
ニーを聴いて「美しい」と感じたならば、少なくても、あなたはベートーヴェンと同じ気持ちになっているのであ
る。このように私達は音楽を聴いている瞬間は、あの偉大なベートーヴェンと同じ美意識を持ち得ることができる
のである。それは国や言葉、また時代も違うが、この曲を鑑賞しているこの空間が、作曲者のいた時間や場所を越
えて「同一」の感情を共有していることになる。この曲を聴いた「みんな」が同じ「美しさ」を美しいと感じてい
るということは、何と素晴らしいことだろうか！このようにクラシック音楽は万人が感動できる素晴らしい音楽な
のだ。それが「名曲」と呼ばれる所以だ。さらにそれを演奏している演奏家も当然その美しさ感じている。コン
サートホールはそういった素晴らしい感動の空間である。その場では、作った者、演奏する者、そしてそれを聴く
者、この三者が一つになっている。音楽はこのようにバラバラになった私達を、もう一度、同じ気持ちにしてくれ
る崇高で神聖なものなのだ。そこに、説明や批評はいらない。ただ皆が一つになるだけだ。
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